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研究成果の概要（和文）：糖尿病、肥満、高血圧など慢性疾患を伴う患者の重症化予防を目的に、我々が開発し
たポーションコントロールプレート（ヘルシープレート）を用いた健康支援者育成プログラムを開発し有効性を
確認した。また、プログラム体験者による糖尿病患者への栄養相談や健診後健康教室など様々な場面での活用を
試み、比較検討を行った。
結果、ヘルシープレートは、摂取量のイメージがつきやすく、栄養バランスも適切に取れることから、肥満者
や、糖尿病患者だけでなく、単身赴任者や男性社員にとっても、適した方法であることを明らかにした。さら
に、慢性腎臓病の重症化予防のための指導教材が完成した。今後は臨床における応用研究が必要である。

研究成果の概要（英文）：In order to prevent the severity of patients with chronic diseases such as 
diabetes mellitus, obesity and hypertension, we developed a health supporter training program using 
a potion control plate (Health Plate) Which have been developed by us and confirmed its 
effectiveness. In addition．we compared and examined the results of attempts to utilize in various 
situations such as nutrition counseling for diabetic patients by a program experienced person and 
post-examination health classroom．As a result the Healthy Plate is revealed suitable for not only 
obese people and diabetic patients, but also business bachelor and working male employees, as it can
 easy to take image of intake amount and proper nutritional balance.
Furthermore, we made the teaching materials to prevent of severity of chronic kidney disease. 
The future clinical research to apply the teaching material have been needed. 
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研究開始当初の背景 

慢性腎臓病の多くは加齢による動脈硬化

症や、高血圧、糖尿病などの生活習慣病が

関係していることから、高齢化が進むほど

患者数は増加し、今日、慢性腎臓病の重症

化予防は、新規透析導入者の減少実現、医

療費削減実現のために、大きな課題である

といえる。 

（１）欧米では肥満や肥満を伴う 2型糖尿

病患者に対し、ポーションコントロールプ

レートが用いられている。我々は 、日本人

の食生活に合わせたポーションコントロー

ルプレート（以下ヘルシープレート）であ

る「ヘルシープレート」を開発し、その妥

当性やランダム化比較試験を実施し、減量 

の有効性と安全性を報告してきた。 

（２）ヘルシープレートは、イラストにあ

わせ食材や料理を盛り付けることで、量と

バランスを調整できるよう開発され、主食

量を変える ことで炭水化物を 40～60％に

個人対応の調整ができる。また、さらに工

夫を加え、一食でたんぱく質 10gと十分な

エネルギー確保がで きるような CKD 対応

のヘルシープレートの開発が有用であると

考えた。 

２．研究の目的 

糖尿病患者や、肥満および高血圧など慢

性疾患を伴う患者の重症化予防を目的に、

健康支援者（管理栄養士、保健師 ）の育成

プログラムを開発する。 

３．研究の方法 

ヘルシープレートによる管理栄養士の育

成のための研修会開催計画及び内容の吟味

と研修会の開催。 

（１）育成プログラムはヘルシープレー

トを用いた 2日間の研修会である。育成プ

ログラム 終了後に知識と技術テストを実

施し、本研究の次のステップである臨床研

究の支援者とする。 

（２）指導者育成セミナーでは、基礎知

識の十分な習得の他、受講者が、わかりや

すく、楽しくチャレンジできるように導く

ための方法を、ロールプレイを盛り込みな

がら行えるように立案した。 

（３）管理栄養士にグループインタビュ

ーを行い、本プログラムのよい所や改善点

を聴取しまとめた結果、研修方法のマニュ

アルの作成、教材づくりなどへと、次の介

入研究に向けて進展させた。 

（４）効果判定には、食事指導に関する

自信スコア（10問、100点）、透析予防・た

んぱく制限に対する態度スコア（10問、50

点）、透析予防・たんぱく制限 に関する知

識スコア（20問、20点）の尺度を用いた。 

４．研究成果 

いくつかの県で 2日間の研修会を開催し

た。1日目はヘルシープレートの活用法や、

肥満者、肥満を伴う 2型糖尿病患者への介

入効果などを紹介した。また、ロールプレ

イを含む「食べて、見て、感じる体験ワー

ク」を実施した。2 日目は慢性腎臓病の正

しい理解、CKD 用ヘルシープレートを用い

た低たんぱく食の指導法や、ロールプレイ

を含む「食べて、見て、感じる体験ワーク」

を実施した。 

インタビューの結果から、ヘルシープレ

ートを用いた指導法は、イラストに合わせ

食事の量、質ともにイメージ化しやすいこ

と、簡便であること、満腹感が得られるこ

となど、教材としての良好な回答が得られ

た。効果判定の結果からは、慢性腎臓病の

重症化予防にたんぱく制限が重要であると

いう参加者の認知は当初より高得点を示し

ていたが、たんぱく制限に関する知識スコ

アや、食事指導に関する自信度は低かった。

しかし、研修後の測定では、いずれの得点

も有意に改善した。 

今回、慢性腎臓病の低たんぱく食指導を

行う知識や自信度を高め、指導者育成に役

立つことが明らかとなったことから、低た



んぱく指導のための教材（テキスト、ラン

チョンマット）を作成し、次への臨床介入

研究への準備を整えるに至った。 

また、肥満者および 2型糖尿病患者への

介入として、研修受講者による、介入方法

の検討を行い、その介入方法や、介入結果

を学会にて発表した。その一部を紹介する。 

介入方法は、事業所、スポーツクラブ、

糖尿病教室や健康講座において、表に示す

ような方法を実施検討した。 

 

 

その結果、ヘルシープレートは、対象者

の状況に合わせて教室内容をアレンジする

ことが可能で、対象者に多くの気づきをも

たらすことがわかった。 

また、事業所における特定保健指導に、

ヘルシープレートを活用した簡単な食事指

導を実施し、その有効性を明らかにする研

究を行った結果においてもその有効性と、

継続性を明らかにすることができた。 

ランチタイムに各自持参した弁当をＨＰ

に盛り付け、試食しながら講話を聴く 1 時

間程度の教室であったが、参加者の 6 割が

教室終了後もヘルシープレートを活用し、

体重（3 ヶ月後－4.3kg、６ヶ月後－５kg、

次の健診時－6.1kg）、ＢＭＩ，腹囲、体脂

肪、血圧など有意な改善が認められた。し

かし未使用群はむしろ悪化していることが

分かった。 

 

 

  

  

なお、ヘルシープレート使用群において、

「こんなに頑張っているのだから、このく

らいは大目に見よう」とする自己憐憫尺度

が有意に改善していた。 

さらに、現在、1年後、2年後の経過を観

察し、2018年 5月の糖尿病学会にてその成

果を発表する予定である。 

 

【結語】ランチタイムに持参した各自持参

した弁当をＨＰに盛り付けなおすという体

験ワークで参加者の 6 割に行動変容が動機

づけられ、その改善効果も大きかった。イ

ラストにあわせ盛り付け、実際に食べて、

見て、感じる学習法は、有効であると考え



る。また、飲食行動の背後には抱えたスト

レスへの代償行為もあることから、メンタ

ル面へのアプローチが重要であると考える。 
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